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時代の変化に対応する思考力を鍛える
デキる社員は
予測できる人

社内研修で
新聞の「三点読み」

　これからの時代、企業は「お客様の
ニーズに応える」ことができなければ生
き残れません。社会や環境が日々変化
する中、ニーズも変わってきています。さ
らに事業を続けていくには、社員、地
域、株主など関係者すべての満足が必
要で、他社との競争で勝つだけではい
つか頭打ちになります。
　経営とは、いわば「変化対応業」「課
題創造業」。社会の変化を発見し、課題
を自ら創造するのが経営者の仕事で
す。そして、課題の解決策を考えるのは
社員の仕事です。
　よく「優秀な社員とはどんな人か」と
いう話になります。モグラたたきに例え
ると、従来のいわゆる「優秀な」社員は
多数のモグラを速くたたく。しかし、こ
れからの時代に求められる「デキる」社
員は、最初に２、３発たたいてみて、あと
は機械の構造を調べ、モグラがいつ出
るかを予測できるようにする。予測でき
る人は、変化に対応できます。若い人に
は、世の中はどんどん変化するという原
理原則を覚えておいてほしい。
　その上で、若々しい感性や積極的な
好奇心、高い志を持つ人がデキる社員、
つまりこれからの会社に必要な人材と
言えます。若い社員には考えながら実
践してほしい。考えるためには知識と情
報が必要です。

　情報は「正しい」ものを入手しなけれ
ば意味がありません。それには事実を
しっかりと報道する新聞が一番です。
　漫然と読むのではなく、考えながら読
むことが大切です。おすすめは「三点読
み」。記事を三つの主語に変えて読む方
法です。身近な医療費に関する記事であ
れば、「我が国の医療費は、我が社の健
康組合の財政は、我が部門の健康支援
体制は」と置き換えて考える。この読み方
を続けていくと思考が大きく広がるため、
私は社内研修でも推奨しています。
　「読み比べ」もおすすめです。例えば、

選挙結果の各紙社説を読み比べる。仲
間と新聞を「まわし読み」するのもいい。
同じ情報を共有した上で話し合うと、議
論の質が変わってきます。１面はもちろ
んですが、私はよく「家庭欄を読んで家
族と話し合ってごらん」とアドバイスしま
す。家庭欄を読むと、家庭を守ることの
大変さに気づける。住んでいる地域の
行事や、家事が楽になる商品を発見す
ることもあるでしょう。新聞の情報は円
満な家庭の維持にも役立ちます。
　私が若い世代に求めるのは「考える
力、感性、正しく新しい情報の収集」の
三つです。これらは新聞を考えながら
読む習慣を持てば身につくこと。新聞の
上手な活用が、個人を良くし、会社を良
くし、国を良くしていくことにつながって
いくのだと思います。

巻頭メッセージ

いずみや・なおき●1948年京都府生まれ。京都産業大学法学部
卒業。1972年、アサヒビール入社。「アサヒスーパードライ」の発売
時には、広報課長としてヒットをサポート。広報部長、執行役員首
都圏本部副本部長兼東京支社長、取締役、常務、専務などを経
て2010年、社長に就任。11年7月、持ち株会社アサヒグループ
ホールディングス社長。16年3月から現職。
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仕事の基本、それは「人間力」

社員の会話増え
４期連続で増収増益

　「一番大切なのは社員・二番目は仕入
先・そして最後が得意先」。この経営理念
は、大学を出て勤めた大阪の専門商社で
学んだことです。
　では、社員を大事にするとはどういうこ
とか。もちろん、単に甘やかすことではあ
りません。やはり社員一人一人が人間とし
て成長できること。そのためには、本や新
聞を読み、対話し、人生を振り返るといっ
たアナログ的な時間が不可欠だと思っ
ています。ところが日常にデジタル機器
が浸透した平成の時代、便利で効率的
になった裏側で、社員はスマートフォンば
かりのぞき込むようになりました。休憩時
間に会話することもなく、それぞれが必
死に手元を見ている異様な光景に、私は
強い危機感を持ちました。

　２０１３年、私用スマホを使わない社員
に毎月５千円を支給する「デジタルフリー
奨励金」を導入したのは、この状況を何と
かしなくてはと思ったからです。さらにその
翌年には、３０歳以下の社員を対象に「新
聞手当」を創設。新聞を読み、記事の感
想を月１回提出することを条件に、月２千
円を支給しています。「岩田文庫」の設置、
ビブリオバトル（書評合戦。誰がすすめる
本が読みたくなったかを競う）開催など、
本を読むことも積極的にすすめるようにな
りました。

　結果、社員の会話は確実に増えまし
た。読んだ本や新聞記事を話題に会話す
る「本来の光景」が社内あちこちで見られ

るようになり、ビブリオバトルにおいては、
発表者に立候補する社員まで現れまし
た。会社が１４年から１７年まで４期連続
で増収増益を達成することができたの
も、これらのことと決して無関係ではない
と思っています。
　中小企業の強みは、社員がお互いをよ
く知っており、コミュニケーションが密なこ
とです。売り上げに直結する情報がいき
わたっているのは当たり前。そうでない情
報も、社内の誰もが知りつくしている、そ
れが大切なのです。
　これから社会に出て働く若いみなさん
は、まず何に対しても好奇心を持ってくだ
さい。そして、新聞を読み、本を読み、会話
する。その中で考える力・質問する力・雑
談する力をぜひ養っていただきたい。そう
してみなさんが成長することが、ひいては
会社の成長にもつながっていくのです。

巻頭メッセージ

いわた・しゅうぞう●１９４８年岐阜市生まれ。早稲田大学第一商学
部卒業。商社勤務を経て、７２年岩田製作所に入社。８９年代表取
締役就任。岩田製作所は岐阜県関市に本社を置く産業用機械部
品メーカー。２０１２年岐阜県子育て支援エクセレント企業認定。
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私 と
新聞

B u s i n e s s  P e r s o n  I n t e r v i e w 社 会 人インタビュー

確かでさまざまな情報   毎朝の新聞で

01 石田 裕樹さん富士ゼロックス熊本 第一営業部

　熊本県内の事業所を回り、ＯＡ
機器やシステムを売る世界に入っ
て５年目。担当は新規の顧客開
拓で、飛び込み営業も多い。毎日
が真剣勝負の仕事だ。
　朝６時に起き、会社の補助を受
けて購読している地元紙に目を通
す。「県内企業の新規事業や人
事、経営者紹介などのほか、社会
面の事件や事故のニュースも話
の接ぎ穂に欠かせません」。会社
では経済紙の九州経済面を読ん
で全体状況を頭に入れる。
　あらゆる業種が営業対象で
「第一印象が決め手」と石田さ

ん。「初対面でどんな話題になる
か分からない。確かでさまざま
な情報が載った新聞に目を通し
ておけば、ゆとりを持って受け答
えできます」
　朝から新聞を読まずに営業
に回る日は、ろくに防具も着けず
丸腰で戦場に赴くような不安に
かられるという。「新聞は、今日
の自分に自信を持つのに欠か
せないツールです」。そうした
日々の積み重ねが、ひいては顧
客の信頼を得る力になる。石田
さんは入社以来、毎年営業目標
を達成し続けている。

営 業
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全国各地のビジネスパーソンから、新聞を読むことが仕事において
どのように役立っているかを聞きました。インタビューから見えてきたのは、新聞を読んでいる人は、
プレゼンする力、問題発見力、伝える力、予測力、営業での会話力などを得ているということでした。

信頼を得る力

信頼を
得る力

問題
発見力

会話
力

地元
力

予測
力

伝え
る力

プレゼン
する力

いし        だ　        ゆう       き



B u s i n e s s  P e r s o n  I n t e r v i e w社 会 人インタビュー
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03 川久保 莉里さんヤフー  IDサービス統括本部

　ヤフーは情報技術で
人々や社会の課題を解決
することを目指し、現在100
以上のサービスを提供し
ている。多岐にわたる情報
が一覧できる新聞は「もっ
とも活用しやすいメディア」
という川久保さんは、市場
の動向を捉えるために新
聞チェックを欠かさない。
　新聞とネットニュースで
はそもそも役割が違う。幅
広いニュースは新聞、より
専門的な情報はネット
ニュースと使い分けてい

る。ネットはユーザーの興
味・関心に特化して情報
を受け取ることも可能なた
め、「自分の関心や見解が
偏らないよう新聞でバラン
ス感覚を養う」。
　会議の場の打ち解けた
雰囲気作りには新聞記事
の話題が一番だという。
「天気の話をするよりずっ
と会話が広がるし、相手か
らの信頼も得られる」と川
久保さん。日頃のコミュニ
ケーションにも新聞を役立
てている。

マーケティング

バランス感覚を養う   打ち解けた雰囲気作る 会話力

かわ       く          ぼ            り         り

新聞はビジネスの共通言語   企業動向欄で　　　  を養う

02 佐々 真康さん森ビル 営業本部オフィス事業部

　東京・虎ノ門が新たなイノ
ベーション拠点となることを目
指し、ビジネスエリアのブラン
ディングを担当する佐 さ々ん
は、新聞を継続して読むこと
が大切だと実感している。毎
日、目を通すことで、世の中の
動きを定点観測し、時代の
「今」の感覚をまんべんなく
吸収できるからだ。
　新聞記事は、取材に基づ
いた事実とその背景、記者の
意見などで構成されている。
こうした構成は、提案資料や
リポート作成の参考になる。

また企業動向の欄からは、さ
まざまな企業の戦略や未来
が読み取れる。ただし、「新
聞の情報をうのみにしないこ
とも大事」と、上司や先輩か
ら教わった。記事はあくまで
きっかけで、気になったら実
際に現場を見る。
　プロジェクトを通じて出会
う多くの人たちが、新聞を読
み慣れていると気づいた。
「読んでいないと取引先との
会話が苦しくなる」という。新
聞の情報や構成はビジネス
の共通言語だと考えている。

営業企画

予測力

さ        さ           まさ       やす



B u s i n e s s  P e r s o n  I n t e r v i e w 社 会 人インタビュー

新しいキーワードを蓄積                          を強化

04 酒井 美由紀さんシナリオワーク

　マーケティング調査会
社のシナリオワークで、報
告書やプレゼンテーショ
ン資料を作成するのが酒
井さんの主な業務だ。本
文に合わせて写真、用語
の解説が載る新聞は、気
になった情報をきちんと
関連づけてインプットでき
る点で役立つ。
　新聞では新しい言葉や
難しい専門用語の説明が
添えられているため、ニュー
スを正しく理解できる。関
連サービスや商品も併せ

て紹介されることも多い。
そのため、新しいキーワー
ドは知識としてストックす
る。使うべき場面に備え、
日頃からコツコツと貯めて
おくことが大切だ。
　「新聞紙面のデザインさ
れた図形・記号の使い方、
図表の見せ方など、プレゼ
ンに生かしている」という。
限られたスペースでどう分
かりやすく見せるかが日々
求められる仕事のため、ベ
テランとなった今も、新聞
を最大限に活用している。

マーケティング

相手を意識した提案   記事で　　　　      アップ

05 木谷 有生誠さん新日鉄住金ソリューションズ　技術本部 

　入社１年目の木谷さんは新人
研修期間中、新聞を活用したプ
ログラムを受講した。研修のプ
レゼンテーション大会で、待機
児童問題や学童保育に関する
新聞記事からヒントを得た発表
が最優秀賞を獲得。「単なる思
いつきではなく実現可能性を
考慮し、保育所指導員のアルバ
イト経験も踏まえた内容で説
得力があった」と評価された。
　研修は、論理的なプレゼンの
手法を学ぶ良い機会になった。
チームで仕事を進める際、相手
の目線に立った構成で資料を

作り、最新技術を交えた提案力
が求められる。ソフトウエアを
使いこなすのは機械ではなく
「人」だ。
　新聞記事が語る事実に対し、
仮説を立て背景などを深く調
査するというプロセスの大切さ
にも気づけた。この経験は、シス
テムエンジニアに求められる問
題発見力を養うために大いに
役立っている。「相手が捉え切
れていない課題を、こちら側か
ら探り当てることが仕事の上で
はとても大切」だと、木谷さんは
今日も仕事に励む。

研究員
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プレゼンする力

問題発見力

さか       い             み         ゆ         き

き         や             ゆ         き       まさ
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商いの指南書で告知板   新聞で            養う

07 清水 建志さん伊達物産

　ブランド鶏「伊達鶏」の飼育、鶏
肉の製造・販売などの事業を展開
する伊達物産（福島県伊達市）。
清水さんは、祖父が創業した同社
の３代目社長だ。東日本大震災、
原発事故後、「福島の畜産のともし
びを消してはならない」と誓い、風
評と戦いながら生産・出荷を続け
たものの、返品や取引停止が相次
ぎ頭を抱えたと振り返る。
　そんな時、勇気づけてくれたの
は新聞だったという。畜産業を取り
巻く厳しい現実、地方の生の声、避
難した知人のことなどが載ってい
た。インターネット情報だけでは知

りえないことばかりで、この時ほど
「情報の大切さと新聞のありがた
さを感じたことはない」。風評の風
向きを変えた全国規模の焼き鳥イ
ベント開催も地元新聞社の企画
のお陰だったとも。
　清水さんは「新聞で『地元力』を
養った」と話す。地元の人と共通の
話題が増え、県外出張の際は福
島をＰＲできる。地元紙は商いの
指南書であり告知板だ。経営者と
して、鶏の相場、飼料の価格状況、
食品売り場のトレンド、営業トーク
に役立つ地元イベント情報など、
今日もくまなく複数紙に目を通す。

社 長

地元力

し       みず          たけ       し

あり     やま           み        さき

記事の要約が              に   新聞を通して世界を見つめる

06 有山 美咲さんトナミ運輸　北関東主管支店

　学生時代は国際関係の研
究をしていた。担当教授の指
導で、毎週、自分が気になった
新聞記事を選び、意見を添え
て要約する課題に取り組ん
だ。会社に入って、営業事務を
担当するようになってからも新
聞に目を通すことが習慣に
なっている。
　業界紙と一般紙を併せて
読むと、同じテーマの記事で
も切り口が違うことがよく分
かる。少子高齢化による人手
不足が深刻だが、運輸業界も
他人事ではない。他社の動向

や消費者の価値観などを常
にチェックすることが求めら
れる。見つけた記事を共通の
話題にすると、さまざまな年
代の人と突っ込んだ議論がで
き、社内コミュニケーションの
一助となる。
　記事の要約に慣れているせ
いか、社会に出てからも「伝え
ることをきちんとまとめて話
し、書く癖がついている」とい
う有山さん。「いつか国際物流
の仕事を手掛けてみたい」と、
新聞を通して世界を見つめ、
地道に情報収集する毎日だ。

営 業

伝える力



新たな事業を
生み出し成長するには

新聞を横断的
かつ継続的に読む

　われわれの調査によると、現在企業が
抱える共通の経営課題として「成長」が挙
げられます。社会の価値観が大きく変わる
中、多くの企業が従来の事業を継続して
も成果が上がらないといった経験をしてい
ます。そのため、新たな事業や商品、サービ
スを生み出し、収益を高めながら成長する
ことが求められています。
　成長のカギを握る「組織の力」は、かつ
ては社員の能力や保有する設備などを意
味していました。今後はこれに加え、企業
が外部組織や社会とつながることで得ら
れる相乗効果によって、いかに新しい価
値を生み出せるかが求められています。企
業は社会との関係性を築く力をつけていく
必要があります。そうした意識を経営者だ
けでなく社員が理解し、行動することが大
切です。新たな価値の創造のために、個人
の成長と組織の活性化に加え、社会の信
頼を得られる事業を展開できる企業が成
長していくのだと考えます。

　最近の若者は、自分たちの会社がどの
ように社会に貢献しているかを重視する

傾向にあります。そのため、日常のコミュニ
ケーションの中で、自分たちの仕事の意
味や、社会的な意義を言葉にして伝えて
いくことが大切です。また、業務を遂行す
る力はもちろんですが、自分の考えを持っ
た上で、異なる考えを持った人の立場に
立って想像し対話する力が現場で求めら
れています。実際にそうしたコミュニケー
ション能力を養う研修のニーズが高まっ
ています。
　今後、企業が個人の成長、組織の活
性化、社会との関係を同時に満たすた
めには、アンテナをしっかりと立てて情
報をキャッチすることが求められます。
つまり、「社会への感度」を高めるという
ことです。そのためには、自分の興味・
関心以外の情報にも目を向けることが
大切です。アイデアとはそういう場所に

眠っているものです。
　また、組織内、あるいは社会との関係を
円滑にするためには、社会のさまざまな事
象についての共通認識や理解が必要で
す。横断的かつ継続的に情報を自分の中
にストックしておくことで、さまざまなつなが
りを類推できるようになります。それは、豊
かな想像力を得るということです。そうした
知恵が、社会と関わる「きっかけ」や、組織
における課題の発見につながるのです。そ
の意味でも、新聞を読むことは大変有意
義です。そして、いかに全体に目を通して読
むか、継続的に読むかということがポイント
です。そうすることによって、さまざまな情報
を結びつけ、社会の潮流を捉えることがで
きるようになります。新聞を読むことはビジ
ネスの土俵に乗る上で、基礎的な素養の
一つなのではないでしょうか。

07

日本能率協会（JMA） １９４２年設立の一般社団法人。マネジメントに関する調査・研究、情報の収集・提供、人材の育成・指導など、

企業等の経営上の課題解決の支援を行っている。会員数は１３3８社（２０１７年１１月現在）。

組織活性化と新聞

企業も社員も､社会への感度を高める

近田 高志氏経営人材センター センター長
こん   だ　   たか   し
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　Ｂ企業は、新入社員を新聞社の講座に派遣し

た。初回は、新聞の読み方について解説を受ける。

例えば、１面は新聞の「顔」であり、見出しを３０秒

拾い読むだけで、その日の主要なニュースが分か

ることなどを教わる。また、新聞を「まわし読み」

し、各自どの記事を一押しするか理由などととも

に発表し合うことで、コミュニケーション力が養え

る方法を学ぶ。

　Ｃ企業は、半年間、新聞を継続的に読み、２週

間に１回程度、新聞記事を使ったワークシートに

取り組み、新聞社から添削指導を受けるプログラ

ムに申し込んだ。同講座は、期間中に３回受講者

を集め、新聞の読み方や文章の書き方などを記

者が解説する。

　Ｄ企業は、新入社員向け講座として、経済記者

の出前講座を申し込んだ。新聞社の経済部長が

講師を務め、経済動向を解説しながら、地元経済

ニュースが充実した新聞は情報収集手段として

優れているといった説明を受けた。

　外食業界Ａ企業の内定者は入社後、全国の店

舗に店長として配属される。店舗運営を担うため

に必要な知識を、早い段階から継続的に養って

もらおうと企業内研修で新聞を活用している。

　内定者は入社までの間、複数紙を読み、Ａ企業

に関連する記事や自分が気になった記事をスク

ラップする。研修では５人程度のグループで、各

自がスクラップした記事とその理由、感想を３分

間で発表、その後ディスカッションする。新聞を

読むことで社員の興味の範囲が広がり、会話も豊

かになっており、研修コストの面でも新聞は安価

なのが利点だという。

A企業

B企業

C企業

D企業

研修に新聞を使う企業があります

新聞各社は多彩な講座プログラムを用意しています
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　新聞協会の会員新聞社は、企業などに記者経験者らを派遣して、情報の活用

法などを教える「ＮＩＢ（Newspaper in Business＝ビジネスに新聞を）講座」を

全国各地で展開しています。新入社員からベテラン社員、時間や人数も企業の

ニーズに応じた講座を実施する社が複数あります。

　ＮＩＢ講座では、講師が新聞の読み方、時事問題や地域経済の解説、コミュニ

ケーション（話を聞く・伝えるスキル）講座、情報の活用法、簡潔な文章の作成方

法、プレスリリースの書き方などを紹介しています。１時間の短期講座から、半年

間にわたる長期講座までさまざまです。

　新聞協会のウェブサイト（ht t p : //www.yondok u .com /n ib /）

に、全国の新聞社の「ＮＩＢ講座」の問い合わせ一覧、紹介ムービーを公

開しています。また、全国の新聞の購読・試し読みの申し込み一覧

（http://www.yondoku.com/subscription/）を掲載しています。まずは、

お気軽に新聞各社にお問い合わせください。

講座を受けたいときは。

新聞各社の担当窓口に
電話やメールで
申し込む

新聞講座
申し込み
ます!

新聞協会の各社問い合わせ
一覧ページから申し込む

NIB講座 検索

新聞講座、一度試してみませんか



〒100-8543 東京都千代田区内幸町2-2-1 日本プレスセンタービル7階

メール : gyoumu@pressnet.or.jp TEL : 03-3591-4405

一般社団法人 日本新聞協会

http://www.yondoku.com/nib/

新聞活用のすすめ
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	P06_社会人インタビュー3
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